
海外安全対策情報 

 

１ 治安情勢 

（１） メキシコ公安省の発表では、グアナファト州（GTO）の２０２０年度第４四半期（２０２１年１月～３

月）の犯罪発生認知総数は３１，６８４件と、前期比（２０２０年１０月～１２月）０．４％と微増と

なっている。故意殺人事件の認知件数については７４３件と前期比７．４％減少、車両強盗に関しては

５７６件と前期４．３％減少、店舗・事務所強盗に関しては５２４件と前期比１０．９％減少している

など、全体の犯罪件数はやや増加したものの、殺人や強盗等の犯罪発生件数は減少に転じた。 

（２） 同州の故意殺人減少の背景としては、対カルテル強化のため国家警備隊などが大幅に増員配備されたこ

と、GTO 内の治安悪化の要因の一つであった犯罪組織サンタ・ロサ・デ・リマ・カルテル（CSRL）と

以前から対立していたハリスコ新世代カルテル（CJNG）との抗争が減少したためと思慮されるが、依然

として故意殺人件数は高い水準である。ターゲットの多くはカルテルなどの麻薬関連や窃盗団などの犯

罪組織の関係者であると治安当局からは報告を受けているものの、犯罪組織同士との銃撃戦や銃を利用

した殺人も州内では多く発生しているため、一般人が巻き込まれるケースもあり十分注意が必要である。 

（３） バヒオ地区の麻薬関連の事件に関して２０１８年は１４，８５３件、２０１９年は１６，０６９件、２

０２０年は２０，８９１件と年々増加傾向にあり、特に前述の通り２０２１年１月～３月までの犯罪は

減少傾向にある中で麻薬関係の犯罪は増加傾向にある。その多くは GTO 州で発生しており第４四半期に

おいては５，３０６件と前期より２５．２％の増加し、全国１位となっている。特に GTO 州の麻薬関連

の犯罪の８３％がレオン市で発生しているため、レオン市の故意殺人の多くは麻薬に関連すると推測さ

れる。 

 

２ 管轄地域内における一般犯罪の傾向（２０２１年１月～３月） ※前期２０２０年１０月～１２月 

（１）グアナファト州（人口６１６万人） 犯罪認知総数 ３１，６８４件（前期比０．４％増） 

    前期に比べて故意殺人、傷害、強盗などの犯罪は減少傾向であるが、発生件数については他の州に比べ

ても高い水準であり、車両強盗や空き巣などの邦人被害も発生している。 

麻薬売買については大幅に増加しており、特にグアナファト州内でもレオン市での犯罪割合が高い。 

ア 故意殺人         ７４３件（前期比 ７．４％減） 

イ 故意傷害       ２，８０５件（前期比 １．９％減） 

ウ 車両強盗         ５７６件（前年比 ４．３％減） 

エ 店舗・事務所強盗     ５２４件（前年比１０．９％減） 

オ 路上強盗          ３６件（前期比８０．０％増） 

カ 空き巣          ９５１件（前期比 ２．２％減）  

キ 店舗・事務所荒らし    ６２９件（前年比１４．１％減） 

ク 脅迫・恐喝      ２，１７８件（前期比 ４．６％増） 

ケ 麻薬売買       ５，３０６件（前期比２５．２％増）  

 

（２）アグアスカリエンテス州（人口１４２万人） 犯罪認知総数 ８，７８２件（前期比９．４％増） 

    バヒオ地区の中では人口が少ない州でもあり認知総数は必ずしも多くはないが、犯罪発生率で見ると決 

して低い数値ではなく、路上強盗による邦人被害も発生している。 

増加傾向にある車両強盗、路上強盗は、邦人もターゲットとなり、また麻薬売買については急激に増加

しているため注意が必要である。 

ア 故意殺人          １４件（前期比１６．７％増） 



イ 故意傷害         ８１９件（前期比 ６．１％増） 

ウ 車両強盗          ２２件（前年比２９．４％増） 

エ 店舗・事務所強盗      ４２件（前年比３０．０％減） 

オ 路上強盗         １１４件（前期比１１．８％増） 

カ 空き巣          ５８７件（前期比 ８．７％減）  

キ 店舗・事務所荒らし    ３９７件（前年比 ７．０％減） 

ク 脅迫・恐喝        ７９０件（前期比１８．４％増） 

ケ 麻薬売買         ７５１件（前期比４２５．２％増）  

 

（３）ハリスコ州（８３４万人） 犯罪認知総数 ３０，８０２件（前期比２．８％減） 

 犯罪総数については減少傾向であるが、故意殺人は前期比で１５．４％増加しいる。 

各種犯罪の発生地域はグアダラハラ市、トラケパケ市、サポパン市に集中しており、店舗・事務所強盗

や路上強盗は他州と比較しても依然として発生率が高いため注意が必要である。 

ア 故意殺人         ４９５件（前期比１５．４％増） 

イ 故意傷害       １，８０３件（前期比 ５．２％減） 

ウ 車両強盗         ９５３件（前年比 ５．２％増） 

エ 店舗・事務所強盗   １，４１２件（前年比 １．０％減） 

オ 路上強盗       １，４６５件（前期比１９．９％減） 

カ 空き巣          ９０９件（前期比２０．６％減）  

キ 店舗・事務所荒らし    ６７３件（前年比２４．４％減） 

ク 脅迫・恐喝      ２，５２９件（前期比 ６．６％増） 

ケ 麻薬売買         ２７８件（前期比 ２．１％減）  

 

（４）ケレタロ州（２３６万人） 犯罪認知総数 １３，０１２件（前期比１．８％減）  

    強盗や窃盗などの犯罪は減少傾向であるが、犯罪の多くがケレタロ市で発生している。 

殺人件数も他州に比べて少なく、故意傷害ともに微増となっていることから治安は安定化していると思慮

されるが、今後のカルテルの動向によっては治安悪化となりうる可能性もあるため注視する必要がある。 

ア 故意殺人          ４９件（前期比 ６．５％増） 

イ 故意傷害       １，１１４件（前期比 １．９％増） 

ウ 車両強盗         １１７件（前年比２３．０％減） 

エ 店舗・事務所強盗     １２２件（前年比５５．６％減） 

オ 路上強盗         １６０件（前期比１４．４％減） 

カ 空き巣          ５８１件（前期比１３．４％減）  

キ 店舗・事務所荒らし    ４３５件（前年比２９．５％減） 

ク 脅迫・恐喝      １，００３件（前期比１４．５％増） 

ケ 麻薬売買         ２８５件（前期比 ３．３％増） 

  

（５）サンルイスポトシ州（２８２万人） 犯罪認知総数 １１，５２９件（前期比１．３％減） 

 前期と同様に治安は安定してはいると言えるが、故意殺人が年々増加傾向にあり、麻薬売買も増加して 

いることから治安情勢の変化に注意する必要がある。 

特にサンルイスポトシ市については州内の故意殺人、麻薬売買の割合が高いため注意が必要である。 

ア 故意殺人        １７８件（前期比１２．７％増） 



イ 故意傷害        ８８２件（前期比 ０．９％増） 

ウ 車両強盗         ５３件（前年比４５．９％減） 

エ 店舗・事務所強盗    ２２８件（前年比 ４．２％減） 

オ 路上強盗         ８９件（前期比４６．７％減） 

カ 空き巣         ２５９件（前期比 ６．５％減）  

キ 店舗・事務所荒らし   １５２件（前年比１０．１％減） 

ク 脅迫・恐喝       ６１０件（前期比１１．２％減） 

ケ 麻薬売買        ３０６件（前期比１２．１％増） 

  

（６）サカテカス州（１６２万人） 犯罪認知総数 ６，０６７件（前期比１１．１％増） 

前期と比べても犯罪総数が増えており、各種犯罪も増加傾向にある。 

特に故意殺人、車両強盗についてはカルテルが関わっていることも多く、サカテカス州の人口を考えた

場合の故意殺人発生率は高い水準であるため、今後の治安情勢については十分注意する必要がある。 

ア 故意殺人        ２８２件（前期比１５．１％増） 

イ 故意傷害        ４１３件（前期比３．２５％増） 

ウ 車両強盗        １４３件（前年比３１．２％増） 

エ 店舗・事務所強盗     ２６件（前年比３３３．３％増） 

オ 路上強盗          ４件（前期比３００．０％増） 

カ 空き巣          ７４件（前期比 ７．３％増）  

キ 店舗・事務所荒らし    ２０件（前年比１６．７％減） 

ク 脅迫・恐喝       ２７１件（前期比 ５．５％増） 

ケ 麻薬売買         ６８件（前期比 ６．３％増） 

 

３ 安全に関わる諸問題及び対応策 

（１） グアナファト州内では、麻薬やガソリン窃盗に関係する犯罪組織の抗争が激化しており、これら組織が

関与した発砲事件や殺人事件、警察官を直接狙った襲撃事件も発生している。それら事件に巻き込まれ

ないためにも、夜間の外出やそれら組織関係者が集まるようなバーやディスコ等の出入りについて極力

避けると共に、違法薬物には一切かかわらないこと、また夜間を問わず一般市民が利用する公共の場所

においても、発砲事件に遭遇する可能性は十分に考えられるため、普段から周囲の変化に敏感になれる

よう注意が必要である。 

（２） 銃器を利用した強盗も増加しているため、この様な事件に巻き込まれないためにも、発出される領事メ

ール等を参考に、行動の制限（犯罪が多発する時間帯の外出制限，事件多発地域への通行を避ける等）

を行うことで、被害に遭うリスクを下げることが重要である。また、銃器を利用した車両強盗事案では、

メキシコ人被害者が抵抗したために撃たれる死傷事件が少なからず発生している。万が一にも事件に遭

遇した際は、抵抗せず犯人の指示に従うことが重要である。 

（３） コンビニエンスストアやレストランの駐車場における車上荒らしが引き続き発生しており、これら店の

立地や利用する時間帯に注意するとともに、車両を離れる際は貴重品の放置に注意が必要である。 

（４） バヒオ地区内では空き巣被害や強盗被害が目立つ、万が一にも空き巣被害を確認した際には、先ずは 911

（警察、消防、救急への緊急通報番号）通報し警察官同行のもと住居内の確認を行うこと、犯人が住居

内に残っていた場合、拳銃等を所持している可能性が非常に高いことから、住居区の警備員の同行であ

っても必ず警察官の到着を待つこと。また、強盗被害に遭遇した場合は、絶対に抵抗することなく犯人

の要求に従い、まずは自分自身の命を守ることを優先すること。 



 

４ その他 

事件事故に遭った際は必ず 911 番通報を行うよう心掛け、犯人の逮捕を希望する場合は、検察局（Ministerio 

Publico）に被害届を提出する。 

被害届を提出しない場合は、発生した犯罪が事件化されないため、犯罪者が野放しとなる。 

同時に管轄する大使館及び総領事館にも被害報告をしていただければ、当地の邦人の皆様への的確な治安対

策をアドバイスすることができると共に、当地治安当局に対して事件の再発防止等を当館から訴えることがで

きるためご協力いただきたい。 

 

５ 日本人被害の犯罪発生状況（２０２１年１月～３月） 

バヒオ地区における邦人被害数は，前期（２０２０年１０月～１２月）９件であったのに対して、今期（２０

２１年１月～３月）は６件であった。なお、引き続き拳銃を利用した強盗事案が目立つため注意が必要である。 

被害日時 被害地域 被害場所 被害者 事件種別 被害状況 

1 月 15 日

（金） 

07：30 

グアナファ

ト州サラマ

ンカ市 

43 号線 Vall de 

Santiago 方面ガソリ

ンスタンド Shell 

在留邦人 

男性 

強盗 その他 

（店舗等） 

通勤時にガソリンスタンドで給

油中、給油されるスピードが非

常に遅く、確認のため下車し

た。すると、男３名が乗った車１

台が隣のレーンに停車し、赤

色パーカーを着たけん銃所持

の男 1 名が降りてきた。被害者

は、強盗だと思い、ガソリンスタ

ンドの外に避難したものの、犯

人達は車で追いかけ、同赤色

パーカーの男が被害者に銃口

を向けて車の鍵を要求してき

た。被害者が指示に従い鍵を

渡したところ、犯人達は被害者

の車に乗って逃走した。被害者

に怪我はなかった。 

1 月 16 日

（土） 

08:30 

グアナファ

ト州セラヤ

市 

Av.Aeropuerto 

Alamo Country Club 

向かう途中 

在留邦人 

男性 

強盗 （運転

中・交通機関

乗車中） 

被害者は、Google Map のナビ

を利用してレオン市からセラヤ

市にある Alamo カントリークラ

ブへ移動していた。45D の高速

道路を下りた後、ナビに従い

Av.Aeropuerto を走行していた

ところ、後方から来た車両に追

い抜かれて前方を塞がれた。

同車両から銃器らしきものを所

持した 4 人の男が降車し、被害

者に対して銃口を向け、車の

鍵と財布を渡すよう要求してき



たため、被害者は抵抗せずに

従った。犯人の男達は、自分

達の車と被害者の車に分乗し

て逃走した。被害者に怪我は

なかった。 

1 月 22 日

（金） 

15:00～

18:00 

グアナファ

ト州イラプ

アト市 

Las Carmelitas 地

区 

在留邦人 

女性 

窃盗 住居侵

入 

外出中の空き巣被害で、住居

は居住区に仕切られてはいな

い一般住居であり、正面玄関

の扉の鍵を破壊され侵入さ

れ、家内にあったパソコン、テ

レビ、アクセサリー等が盗難に

あったもの。 

2 月 13 日

（土） 

15:30～ 

16:00 

グアナファ

ト州セラヤ

市 

Arboledas del 

campestre 地区  

在留邦人 

男性 

窃盗 住居侵

入 

犯人らは 24 時間警備が実施さ

れている居住区内にある住居

の死角となる裏庭の窓をこじあ

けて屋内に侵入。30 分ほどか

けて、全ての部屋を物色し、現

金及び時計や電化製品等の貴

重品を盗み、車両で逃走したも

の、犯人は4人組で、居住区内

へは住居人用の入場許可証を

使い入場していた。 

3 月 12 日

（金） 

10：00～ 

10：40 

アグアスカ

リエンテス

州 

アグアスカ

リエンテス

市 

サンタモニカ地区 

ゴルフ練習場駐車

場 

在留邦人 

男性 

窃盗 車上ね

らい 

駐車場に停めていた車の運転

席側のシリンダーが破壊され、

社内に置いてあった子供の鞄

が盗難されたもの。通常、駐車

場には警備員が常駐していた

が、その時間はちょうど警備員

が食事のために現場を離れて

不在中を狙った犯行。 

3 月 24 日

（水） 

08：50 

グアナファ

ト州イラプ

アト市 

カストロデルリオ工

業団地入り口付近

のガソリンスタンド

内 OXXO 

在留邦人 

男性 

強盗 路上 

（駐車場も含

む） 

メキシコ人運転手と共にガソリ

ンスタンドに併設するコンビニ

でコーヒーを飲みながら時間を

つぶしていたところ、突然やっ

てきた男性 2 名から拳銃で脅さ

れ車両を強盗されたもの。車両

には GPS が搭載されていたた

め、警察に通報、駆けつけた

警官により、1 時間ほどで GPS

信号をたどって車両は回収さ

れた。 

以上 


